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様式２ 令和元年度 小林市立幸ヶ丘小学校 学校関係者評価書

４段階評価： ４ 期待以上 ３ ほぼ期待どおり ２ やや期待を下回る １ 改善を要する

「幸ヶ丘小ならではの教育実践を通して、確かな学力と生きる力を身に付けた子どもを育成する。」
学校経営 ❶ 少人数の利点を生かした教育実践を通して、学力向上を図る。
ビジョン ❷ 子どもの将来に必要な資質を見据えた教育実践を通して、生きる力の形成を図る。

本年度の重点目標と 自己 関係者
項目 目標達成のための手段 結果の考察・分析及び改善対策等 評価 評価 学校関係者評価のコメント

重点目標 １について
学力向上の推進 ○ 各種学力調査結果の分析に基づく手立ての実践や少人数指導に 〇 人数が少ないと子どもたちもどこか元気がない

手段 より、個に応じた指導の充実が図られた。 ように感じた。
１ 複式解消によるきめ細 ○ 職員研修においては、長期休業中に、外部講師を招き、専門的
かな指導の充実と「わか な知識を学ぶことができた。 ３ 〇 読書については、家で大人も読書をしている姿
る・できる授業」づくり ○ デジタル教科書やタブレット等の視聴覚教材を積極的に活用で を見せていってはどうか。
とアセスメントシートに きた。タブレットについては、使用頻度に比例して児童もスキル
よる特性把握 アップ見られたので、今後も様々な場面での活用を図っていきた

知 ２ 小中一貫教育（３校 い。
人１研究授業を通した ２について
授業改善） ○ 全担任が、主題研究である道徳科の研究授業を実施したことで、

育 ３ 読書活動の充実 道徳授業における共通実践事項の深化が図られた。 ３
４ 家庭学習の充実 ○ ３校合同については、担当校を中心に合同研修会を計画的に実 ３

施できた。
３について
○ 多読賞の一環としてブックビンゴを行い色々な本に親しむこと
をねらいに実施したところ、児童が選ぶ本の種類が変わってきた。 ３

● 児童の読書量は、昨年度と比べて増加しているが、家庭での読
書量が認知されていないので家読を進めたい。
４について
○ 家庭学習（学習の振り返り）については、学年に応じた内容と ３
量を計画的に取り組ませた。また、翌日に提出課題を点検し見届
けまでしっかりと行えた。

重点目標 １について
豊かな心の育成の推進 ○ 西小林中学校区でのきまりについては、適時、指導を行ってき 〇 いつも学校の周りがきれいで気持ちがよいと

手段 たことで、規律ある集団行動が身に付いてきている。今後も、周 と思う。続けてほしい。
１ 西小林中校区の小中一 知を図り、徹底した指導を継続していきたい。 ２．５ 〇 周りから評価されることは喜びや自信にもつ
貫教育のきまり定着及び ○ 授業の始まりと終わりの号令を「立腰」で統一したことで意識 ながると思う。続けてほしい。
集団規律の徹底 化が図られた。 〇 各展示会などで、幸ヶ丘小の作品が出ている

● 鉛筆の正しい持ち方については、１００％には至っておらず、 のを見ると、とてもう嬉しい。人数の少ない割
２ 道徳教育の充実 今後も引き続き常時指導を行っていく必要がある。 としてはよく頑張って賞を取っていると思う。
（主題研究２年目） ２について

○ 研究主任を中心に計画的に道徳科の授業改善を実践したことで、
３ キャリア教育の充実 道徳教育の要でもある道徳授業の充実が図られた。 ３
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４ 朝のボランティア活動 ３について ３
の活性化 ○ 「こすもす科」については、年間計画に 基づいて１００％実 ２．７

徳 ５ 「幸ヶ丘太鼓」の取組 施できた。また、地域の人材や施設を活用した取組も行えたこと
及び作品応募を通した自 で、様々な方々との交流をもてた。
信 ４について

育 ６ 教育相談の充実 ○ 朝のボランティア活動参加率は１００％にまでは到達できなか ２．７
ったが、毎日活動できた。
５について
○ 児童は、幸ヶ丘太鼓の練習に励み、発表を通して、自信と誇り
を育むことができた。 ３．２

○ 作品募集や作品掲載については、今年も多くの賞を受賞したり、
新聞に掲載されたりした。
６について
○ 教育相談アンケートの実施、教育相談週間を設定し、児童の実
態把握と早期発見・早期解決が図られた。また、気になることは
保護者とも連絡を取り合い、学校と家庭が連携して心のケアに努 ３
めた。

● 今後は、必要に応じてスクールカウンセラーの活用も図ってい
きたい。

重点目標 １について
健やかな体の育成 ○ 学校保健委員会において外部講師から児童の体幹を鍛える運動 〇 体力低下は全国的な問題であると思う。外で

手段 やストレッチの指導を受け、親子で体力向上を図られた。 ３ 遊ぶことも一因ではないかと思う。今、子ども
１ 一人一人に応じた体力 ● 体力向上プランの見直しと全校での取組を徹底して行うことで、 たちは外で遊ぶ機会が減っていると思う。
向上の推進 課題（握力）克服 に努めていきたい。 〇 全員登校の目標があり、自己管理をしてなる

２ 外遊びの推奨 べく登校しようという気持ちが芽生えると思う。
３ 「早寝･早起き･朝ごは ２について

体 ん」ノーメディアデーの ○ 委員会児童が、自ら計画して実施できた。 外遊びを通して、 ３
奨励と 運動量も確保できている。
基本的な生活習慣の定 ３について

育 着 ○ メディアについては、学校保健委員会で講話を行い、保護者に ３ ３
啓発活動が実施できた。

４ 肥満率の解消 ４について
○ 月１回の継続した体重測定を実施し、食事や運動の指導を行っ

５ 全員登校年間１５０日 たことで、少しずつながらも体調に変化が生じてきている。今後 ２．７
以上 も、保護者への理解と協力を得ながら根気強く指導していく必要

がある。
６ むし歯治療率の向上 ５について

○ 全員登校日の１５０日以上は、達成できそうである。 ３．２
６について
○ 治療勧告書やアンケートの実施を行い、治療率が高まった。１ ２．７
００％達成に向けて、保護者への啓発を継続していきたい。

重点目標 １について
望ましい食習慣の育成 ○ 適時、食事のマナーについての指導や食育指導を行ったことで、 〇 魚のつかみ取りは、これからも続けてほしい。

手段 給食への感謝の気持ちが育まれた。 ３ 〇 親子で調理することはめったにないことなの
１ 給食指導の充実 ２について で、年に数回だが一緒に何かを作ることはいい
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食 ２ 体験活動と関連させた ○ 食物を育てる体験や生産者の声を聞く活動に取り組み、食への ３ 機会だと思う。
指導の充実 関心を高め、命を頂くことへの感謝の気持ちが培われた。

育 ３ 弁当の日の実施 ３について ３
４ 家庭との連携 ○ 夏休みには、食の贈り物に取り組み、家庭の協力の下、全員が ３．２

調理することができた。３月のお別れ遠足では、弁当作りに取り
組むことになっている。
４について
○ 定期的に保健便りや食育便りを配付して保護者への啓発活動が
実施できた。朝食は１００％摂取できたので、今後は、食事内容 ２．７
についても指導していく必要がある。

重点目標 １について
保護者や地域から信頼さ ○ 小小・小中の交流学習を４回以上実施できた。幼保小連絡協議 ３ 特にない。

せる安全・安心な学校づく 会については、担当校が中心となり実施できた。今後も連絡調整
そ り を図って、計画的な実施に努めたい。
の 手段 ２について
他 １ 小小･小中連携及び幼 ○ 学校運営協議員の協力を得て、本年度も学校運営協議会を実施 ３

保小連携の推進 し、地域や保護者の意見を学校運営に努めることができた。
２ 学校運営協議会の推 ３について ３
進 ○ 避難訓練については、計画通りに実施できた。１年間を通して、 ３

３ 防災教育の推進 火山警戒レベルが１～２を行き来し、登下校時のヘルメット着用
４ 信頼される教職員の育 も定着している。
成 ４について

５ 働き方改革に向けた業 〇 適時、服務研修を実施し、職員の法令遵守の意識高揚に務めた ３・５
務改善 ことで、信頼される教職員の育成に繋がった。

５について
〇 学校業務見直しに係る仕分けについては、職員会で話題に上げ
ていき、改善を図ったことで、時間的ゆとりが生まれた。そのこ ２．７
とで教材研究や児童理解が深まった。

● 時間については、定時開始、定時終了を互いに声かけ厳守して
いく必要がある。

本校ならではの教育活動について、全職員が一丸となって取り組んできたことを的確に評価していただいた。いつも見守り、支えていた
だき感謝しております。

次年度の これは本年度の学校経営ビジョンが学校の教育的課題を踏まえたものであるとともに、地域の実態にも合致しているので、本校職員の学
方向性につい 校経営ビジョン達成に向けた様々な取組の成果であると言える。
ての校長所見 特に、極小規模校ならではの複式解消による「きめ細やかな指導」の充実によって児童に学力が定着していることや児童が自信をもって

活動する姿を学校運営協議会委員にも高く評価していただいた。次年度も引き続き、児童の学力向上と健全育成に努めていきたいと考える。
また、知育・体育・食育に係る内容では、少人数の特性を活かすとともに、保護者や地域住民、関係機関等との連携・強化を図りながら

推進していきたい。


